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世界史A

特色１ おもしろい ! ～生徒の興味・関心を引き出せます ･････････････････････ p.4
♢直感的に世界史をつかめる! 大きくて迫力ある写真・絵画
♢世界史への共感を呼び起こす! 総勢120人に充実した「人物」コラム
♢新鮮な驚きを引き出す! 音楽や動物にもジャンルを広げた多様な「物」特集
♢人々の息吹が伝わる! 躍動感ある写真・絵画が満載の「生活・文化」特集

特色２ わかりやすい ! ～初学者でも２単位でも流れがよく捉えられます ･･･ p.12
♢時代の大枠への理解が進む! テーマで近現代史を体系化できる特設ページ【新企画】
 時代の大枠を見通す「章扉」と各種インデックス
♢世界史の流れがしっかりつながる! 地域の通史がスムーズに流れる古代・中世史
 因果関係の記述が充実した近世・近代史
 経済の動きがストーリーを生む戦後史
♢学習上のつまずきをカバー! 不足しがちな地理的認識を育む「風土ページ」

特色３ ためになる ! ～世界史を学んで良かったと思えます ････････････････ p.26
♢私たちと世界が結びつく! 日本史も含めた深みのある世界史記述
♢人々の経験を自らの気づきに! 社会のしくみの形成過程を掘り下げたコラム
♢現在と過去が結びつく! 現代の社会的課題から世界史を振り返る巻末特集

おもしろい・わかりやすい・ためになる

ワイドになって進化した

世界史A教科書の決定版

教科書協会「教科書発行者行動規範」
に則っております。

内容解説資料（世A-314）



ワイド
になりました

【写真・絵画】～大きくなってさらにビジュアルに！
　大胆なレイアウト、迫力あるビジュアルな写真・絵画で、時代のイメ
ージを膨らませながら世界史学習に臨めます。

【本文・補足解説】～丁寧になってさらに理解しやすく！
　文章を補充してより丁寧な記述にすることで、読みやすく、理解もしやす
い内容にしています。

ワイドになって進化した迫力の誌面！ 原寸大!



ワイド
になりました

【側注欄】～充実してさらに活用しやすく！
　ワイドになった側注欄を活かし、本文に関する資料やコラ
ムを充実させたことで、より効果的に資料を活用しながら学
習を行えます。

資料集でおなじみのAB判を採用 !
※平成25年度版（B5判）よりも、左右に56㎜分
　広くなっています。

【地図】～大きくなってさらに読み取りやすく！
　掲載範囲を広げたり要素を補ったりして、見やすく読み取りや
すくした地図で、歴史の舞台をイメージしやすくしています。



特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

直感的に世界史をつかめる！大きくて迫 力ある写真・絵画 

↑p.22

→p.24

平成29年度版

平成25年度版

場面が探しやすい大きさに！

大きくてイメージ
しやすい導入資料
　写真などの導入資料が、
ワイドになってさらに見や
すくなりました。時代の特
徴につながる各テーマのポ
イントも、捉えやすくなっ
ています。
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

直感的に世界史をつかめる！大きくて迫 力ある写真・絵画 

比較しやすい資料配置！

資料を読み解くおもしろさがわかる「ここに注目」
　写真や地図などの導入資料を見るポイントを示しています。探す、
比べるなどの作業を取り入れ、楽しみながら世界史を学べます。ま
た、アクティブラーニングでの課題設定の際には、議論を深める効
果的な発問としても活用できます。

　従来と比べて丈夫で、より本が
大きく開くPUR製本を用い、誌
面のスペースも有効に活用して、
見やすさの向上につなげています。

見やすさを追究した製本

↑p.124
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

世界史への共感を呼び起こす！総勢120 人に充実した 「人物」コラム
人物の生き方が
伝わってくる！

　解説文では生き方や考え方など
人物の内面にも光を当てており、
世界史を身近な存在として捉えら
れます。

人物同士の関係が
見えてくる！

　二人の人物を同時に紹介。立場
や考え方、生き方などに着目した
彼らの関係性から、世界史を捉え
られます。

↑p.69←p.45
↑p.79

↑p.13

　好奇心旺盛な康熙帝や正義心
あふれるラス=カサスといった
人間味ある姿を垣間見れます。

　カエサルとオクタウィアヌ
スの支配に対する考え方や行
動の違いを通して、ローマの
帝政成立を捉えられます。

　始皇帝と韓非の立場の違い
や考え方の相似を通して、秦
の中国統一を捉えられます。

新規

新規

教科書
p.68-69
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

世界史への共感を呼び起こす！総勢120 人に充実した 「人物」コラム

　為政者のみならず文化形成に寄与し
た人物や、歴史上活躍した女性にも光
を当て、さらに充実させています。

平成25年度版から20か所新設！

↓p.105

↑p.179

←p.126

新規新規

新規

一覧　計107か所／120人（赤字は女性、■は新規）人物コラム
p.13 始皇帝と韓非 p.101 マリ=アントワネット p.156 ヴィルヘルム２世
p.14 王昭君 p.101 ロベスピエール p.160 ニコライ２世とその家族
p.17 玄奘 p.102 ベートーヴェン p.161 レーニンとスターリン
p.18 則天武后 p.105 ルソー p.162 ウィルソン
p.19 玄宗と楊貴妃 p.105 グージュ p.164 ローザ=ルクセンブルク
p.21 李白と杜甫 p.106 トゥサン=ルーヴェルテュール p.166 ヘンリー=フォード
p.23 チンギス=ハン p.107 シモン=ボリバル p.167 チャップリン
p.34 ハンムラビ p.111 ワット p.169 ココ=シャネル
p.38 ハールーン=アッラシード p.113 マルクス p.170 ムスタファ=ケマル
p.39 サラディン（サラーフ=アッディーン） p.117 ショパン p.171 ガンディー
p.44 アレクサンドロス p.118 ヴィクトリア女王 p.172 魯迅
p.45 カエサルとオクタウィアヌス p.120 ナポレオン３世 p.173 宋家の三姉妹
p.49 ユスティニアヌス帝 p.121 マッツィーニとガリバルディ p.176 フランクリン=ローズヴェルト
p.50 カール大帝 p.121 ビスマルク p.178 ヒトラー
p.51 インノケンティウス３世 p.122 アレクサンドル２世 p.179 ピカソ
p.53 ジャンヌ=ダルク p.122 ナイチンゲール p.180 溥儀（宣統帝）
p.58 イブン=バットゥータ p.125 リンカン p.181 張学良
p.61 ヴァスコ=ダ=ガマ p.126 エディソン p.182 ド=ゴール
p.61 鄭和 p.127 ダーウィン p.184 ティトー
p.62 スレイマン１世 p.129 グリム兄弟 p.190 チャーチル
p.64 アウラングゼーブ p.130 ムハンマド=アリー p.191 アインシュタイン
p.66 朱元璋（洪武帝） p.131 ミドハト=パシャ p.192 トルーマン
p.67 世宗 p.132 アフガーニー p.194 マッカーサー
p.68 鄭成功 p.133 オラービー p.196 周恩来とネルー
p.69 康熙帝 p.134 ラクシュミー=バーイ p.196 ホー=チ=ミン
p.71 マテオ=リッチ p.137 チュラロンコーン（ラーマ５世） p.198 ナセル
p.74 コペルニクスとガリレオ=ガリレイ p.139 洪秀全 p.199 ホメイニ
p.75 ルター p.140 グラバー p.200 ロックフェラー
p.78 マゼラン（マガリャンイス） p.142 曾国藩と李鴻章 p.202 フィデル=カストロとゲバラ
p.79 ラス=カサス p.143 大院君と明成皇后（閔妃） p.203 ケネディ
p.82 フェリペ２世 p.144 西太后 p.207 鄧小平
p.83 グロティウス p.145 安重根 p.208 ゴルバチョフ
p.86 マリア=テレジア p.146 孫文 p.210 マンデラ
p.87 ジョン=ロック p.147 袁世凱 p.212 バラク=オバマ
p.89 ポンパドゥール夫人 p.151 ロイター p.215 金大中
p.99 ワシントン p.153 セシル=ローズ
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

新鮮な驚きを引き出す！音楽や動物にも ジャンルを広げた多様な「物」特集 
特設ページ「物を通してみる世界史」
　世界規模で時代を大きく動かした六つの「物」の
歴史を見開きで取り上げています。身近な物に秘め
られた歴史を知ることで、世界史への興味と関心を
引き出せます。

→p.16-17

上段

～時代をイメー
ジできる資料～
　普段の生活でも
目にする絹織物が、
古代では東方の中
国でしか生産でき
ない貴重品だった
ことをつかめます。

下段

～歴史への影響
を解説～
　絹織物が西方の
ローマ帝国などで
人気を博し、その
人々の消費意欲が
ユーラシアをまた
ぐ大交易を生み出
したことが理解で
きます。

─絹─

▲

２～８世紀　東方からもたらされる貴重品 ････････････････16
─香

こう

辛
しん

料
りょう

─

▲

12～15世紀　大航海時代をもたらした原動力 ･･･････54
─じゃがいも─

▲

16世紀　ヨーロッパの食卓を変えた食材 ･････････80
─綿─

▲

17～19世紀　庶
しょ

民
みん

の服装を変えた流行の品 ････････････ 108
─衣服─

▲

20世紀①　女性の社会進出とファッションの変化 ･･･ 168
─石油─

▲

20世紀②　なければ困る，万能な液体 ････････････････ 200
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

新鮮な驚きを引き出す！音楽や動物にも ジャンルを広げた多様な「物」特集 
コラム「物にも歴史あり」

　世界各地の歴史の形成に、独自に影響を与えた
「物」を、コラムで取り上げています。生徒には
なじみの薄い地域の歴史への理解を、親しみやす
い身近な視点から深められます。

↓p.123

↓p.107音楽

動物

一覧　計17か所（■は新規）コラム にも歴史あり物

p.15 汗血馬 p.113 時計と遅刻の誕生

p.30 占城米 p.119 恐竜の化石

p.46 アキレス腱と神話 p.123 ラッコと毛皮

p.53 ヨーロッパを襲ったペスト p.133 じゅうたん

p.59 陶磁器 p.136 天然ゴム

p.65 コーヒー p.139 アヘン

p.83 チューリップ p.169 ジーンズ

p.91 たら p.179 アウトバーンと国民車

p.107 レゲエ音楽

新規

新規

平成25年度版から６か所新設
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

人々の息吹が伝わる！躍動感ある写真・絵画が満載の「生活・文化」特集

資料集を思わせる豊富さ・大きさ・鮮明さの
特設ページ「クローズアップ生活・文化！」

　写真・絵画によるビジュアルな誌面で、文章だけでは伝わ
らない各時代と地域の「生活・文化」をイメージできます。

→p.166-167

上段

～人々の日常を
伝える資料～
　当時の絵画や広
告から、映画やダ
ンス、ショッピン
グなどの新たな余
暇が誕生し、それ
らを満喫する当時
の人々の様子が見
えてきます。

下段

～生活・文化を
紐解く資料～
　アメリカ的生活
様式が、どのよう
に誕生し、またそ
うした文化の繁栄
の影として、どの
ような諸問題が生
じたのかが見えて
きます。

新設 !
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特色1
～生徒の興味・関心を引き出せますおもしろい！

人々の息吹が伝わる！躍動感ある写真・絵画が満載の「生活・文化」特集

生徒の関心を高める「食」の視点
　生徒の日常感覚に最も近い視点である「食」
をテーマとしたアプローチで、生徒の関心を高
められます。

時代の特色が一目でわかる
統一された紙面

　レイアウトを統一しているため、ページ
全体を比較すれば、各時代の特色をはじめ、
時代の変化まで捉えられます。

貴族が中心の時代

市民が中心の時代

大衆が中心の時代

教科書
p.128-129

教科書
p.88-89
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
時代の大枠への理解が進む！テーマで近 現代史を体系化できる特設ページ 【新企画】
複雑な近現代史の流れを体系化できる「明解！近現代史」

　近現代史を三つのテーマ「①世界の主導権争い」「②革命の広がり」「③戦争の変化」で整理した
特設ページを新設し、複雑な近現代史の流れを体系的に捉えられるようにしています。

新設 !
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
時代の大枠への理解が進む！テーマで近 現代史を体系化できる特設ページ 【新企画】

近現代史の大きな流れと転換点を
ビジュアルに整理した流れ図

　左右を貫く流れ図を軸に、関連資料を写真・
絵画で示しています。視覚的にわかりやすい表
現で整理しており、近現代史の流れを捉える重
要ポイントにすぐに気づけます。

現代につながる視点で
近現代史の出来事を整理した解説
　現代へとつながる歴史の流れと、時代の大き
な転換点やまとまりを意識して解説しており、
現代との関連から近現代史の重要な出来事を整
理して捉えられます。

○近現代史の学習の導入時
　　近現代史の大きな流れをイメージでき、
　　学習内容を見通せます。

○近現代史の学習中
　　学習単元が、近現代史全体のどこに位置
　　しているのかを確認できます。

○近現代史の学習の終了後
　　学習内容を振り返り、知識の確認と整理
　　を行えます。

「明解！近現代史」の活用場面

↓p.114-115

テーマ② 革命の広がり
　現在、世界各地に浸透している自由と平等の思想をテーマに、これらの思想が、様々な革
命運動や独立運動を経てどのように獲得されていったのかを端的に捉えられます。
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
時代の大枠への理解が進む！テーマで近 現代史を体系化できる特設ページ 【新企画】

↑p.94-95

テーマ① 世界の主導権争い
　世界の主導権をめぐる各国の動きをテーマに、時代と
ともに国際情勢がどのように動いていったのかを端的に
捉えられます。

新設 !
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
時代の大枠への理解が進む！テーマで近 現代史を体系化できる特設ページ 【新企画】

↓p.186-187

テーマ③ 戦争の変化
　近現代の戦争をテーマに、その変化とともに平和を
築く努力がどのように行われてきたのかを端的に捉え
られます。

新設 !
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
時代の大枠への理解が進む！時代の大枠 を見通す「章扉」と各種インデックス

各時代の大枠を捉えて 流れを見通せる五つの「章扉」
　各章冒頭の章扉では、視覚的にわかりやすい資料を通して、これから学習する
時代の全体像を捉え、歴史の大きな流れを見通しやすくしています。

◆流れ図と解説による時代の概要
　地域間の相互関係の変化に着目した流れ図と解説を通し、地域
ごとの動きや世界全体の歴史の大きな流れを捉えられます。

◆世界全図と写真によるテーマ
　世界全図と写真でビジュアルに表現した 物、人、出来事に関するテー
マを通し、世界全体の大きな動向を具体的 にイメージできます。

１部１章 … 　古代～15世紀
１部２章 … 　15～18世紀半ば
１部３章 … 　18世紀半ば～20世紀初め
２部１章 … 　20世紀初め～20世紀半ば
２部２章 … 　20世紀半ば～現在

全時代
網羅!

↓p.60-61
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2

紀元前
2000
紀元前
1000
紀元

200

400

600

800

1000

1200

1400

1500

1600

1700

1800

1900

1950

2000

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥

平

　安

鎌
倉

南
北
朝

室

　町

江

　
　戸

明

　治

大

　正

昭

　
　
　
　
　和

平

　
　成

戦

　
　国

奈良

安土桃山

西暦 日本の歴史
 1万年前 日本列島ができる

 紀元前
 300 稲作が伝わる

 57 倭の奴国王が中国に使いを 
  やる
 239 卑弥呼が中国へ使いを出す

 593 聖徳太子が摂政となる
 645 大化の改新
 710 平城京に都を移す
 794 平安京に都を移す
 894 遣唐使が停止される

 1016 藤原道長が摂政となる
 1167 平清盛が太政大臣となる
 1192 源頼朝が征夷大将軍となる
 1274・81　蒙古襲来（元寇）
 1378 足利義満が室町に幕府を
  移す
 1467 応仁の乱

 1549 ザビエルがキリスト教を
  伝える
 1573 織田信長が室町幕府を
  ほろぼす
 1590 豊臣秀吉が全国を統一する
 1600 関ヶ原の戦い
 1603 徳川家康が江戸に幕府を
  開く
 1637 島原・天草一揆
 1641 オランダ商館を出島に移す

 1716 徳川吉宗の享保の改革

 1767 田沼意次の政治
 1787 松平定信の寛政の改革

 1825 異国船打払令
 1841 水野忠邦の天保の改革
 1853 ペリーが浦賀に来航する
 1868 戊辰戦争
 1889 大日本帝国憲法が発布
  される
 1894 日清戦争
 1904 日露戦争
 1910 韓国併合
 1914 第一次世界大戦に参戦
 1918 米騒動
 1923 関東大震災
 1925 男子普通選挙制の実現
 1931 満州事変
 1937 日中戦争
 1941 太平洋戦争
 1945 原子爆弾の投下，日本降伏
 1946 日本国憲法の公布
 1951 サンフランシスコ平和条約
  日米安全保障条約
 1956 国際連合に加盟
 1964 東京オリンピック
 1970 日本（大阪）万国博覧会
 1972 札幌冬季オリンピック
  沖縄の日本復帰
  日中国交正常化
 1973 石油危機
 1995 阪神・淡路大震災
 1998 長野冬季オリンピック
 2002 日韓共催サッカーワールドカップ
 2009 民主党政権発足
 2011 東日本大震災
 2012 自民・公明連立政権発足
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時代の大枠への理解が進む！時代の大枠 を見通す「章扉」と各種インデックス
学んでいる時代と地域を確認できる三つのインデックス

◆ページ間インデックス
　このページの「前のできごと」と「次
のできごと」を紹介しており、前後のペ
ージの確認・参照が容易になります。

◆地域インデックス
　どの地域の歴史をこの
ページで学習しているの
かを確認できます。

◆年表インデックス
　巻頭Ⅲ・巻末Ⅱの「日
本の歴史」年表とページ
右端の印を対応させると、
このページの出来事が、
日本史のどの時代にあた
るのかを確認できます。

◆世界全図と写真によるテーマ
　世界全図と写真でビジュアルに表現した 物、人、出来事に関するテー
マを通し、世界全体の大きな動向を具体的 にイメージできます。

扱
っ
て
い
る
時
代
の
範
囲

１部１章 … 　古代～15世紀
１部２章 … 　15～18世紀半ば
１部３章 … 　18世紀半ば～20世紀初め
２部１章 … 　20世紀初め～20世紀半ば
２部２章 … 　20世紀半ば～現在

左ページ

右ページ

新規 新規
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
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世界史の流れがしっかりつながる！地域 の通史がスムーズに流れる古代・中世史
近現代史理解の基盤となる古代・中世史を通史的に学べる構成

　１部１章の古代・中世史は、世界の六つの地域をカバーして、近現代史を学ぶ上で必要
となる知識を、もれなくコンパクトにまとめています。

１部１章１節のページ構成
❶殷～後漢
❷騎馬遊牧民の展開
❸三国～唐
❹五代十国～元
→４見開き（計８ページ）
で、東アジア古代・中世
の全時代を網羅。

１部１章５節のページ構成
❶ギリシア・ローマ文明
❷ゲルマン人の移動と
　ビザンツ帝国
❸封建社会と十字軍
❹商業と国家の発達
→４見開き（計８ページ）
でヨーロッパ古代・中世
の全時代を網羅。

東アジア古代・中世史 ヨーロッパ古代・中世史中国に生まれる統一王朝❶

→p.10 →p.42

ヨーロッパ文明　の源流❶

キリスト教と東西に　分かれるヨーロッパ❷

教皇の強大な権　力と十字軍遠征❸

ヨーロッパにおける　まちとくにの発達❹

草原をかける遊牧民族❷

東アジアの国際的な大王朝❸

諸民族によって統治された時代❹

100
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900

1000
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500
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100
❶

100

A.D.

後
漢

100

A.D.

後
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教科書
p.12-13

教科書
p.14-15

教科書
p.18-19

教科書
p.22-23
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
世界史の流れがしっかりつながる！地域 の通史がスムーズに流れる古代・中世史

○１節：東アジア史（p.12-15、18-19、22-23）計８ページ
○２節：南アジア史（p.26-27）計２ページ
○３節：東南アジア史（p.30-31）計２ページ
○４節：西アジア・北アフリカ史（p.34-39）計６ページ
○５節：ヨーロッパ史（p.44-45、48-53）計８ページ
○６節：南北アメリカ史（p.57）計１ページ

～１部１章の各地域通史の本文ページ数～◆ヨーロッパ古代・中世史では…
　文章を補充して政治・経済・文化とバランスの良い丁寧な記述に
することで、古代・中世史の流れを捉えやすくしました。

平成25年度版から２ページ増

ヨーロッパ文明　の源流

キリスト教と東西に　分かれるヨーロッパ

教皇の強大な権　力と十字軍遠征

ヨーロッパにおける　まちとくにの発達

政治史の補充

経済史の補充

政治史の補充

文化史の補充ポリス間対立の記述の補充で、ギリシア文明
の衰退の過程をさらに捉えやすく！

都市間交易の発達と大商業圏成立の記述の補
充で、ルネサンスへつながるヨーロッパ世界
の発展過程をさらに捉えやすく！

十字軍遠征の結果や影響の記述の補充で、そ
の歴史的意義をさらに捉えやすく！

ビザンツの文化の記述の補充で、スラヴ世界
の形成過程をさらに捉えやすく！

本文を追加・改変

教科書
p.44-45

教科書
p.48-49

教科書
p.50-51

教科書
p.52-53
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2

１部２章２節　大航海時代と新たな国家の形成
１．ヨーロッパで花開く個性と自由
２．大航海時代の始まり
３．ヨーロッパの新しい国際関係
４．イギリスの革命とフランス絶対王政
５．中央・東ヨーロッパ諸国の改革とロシアの拡大
６．アジア・アメリカに進出するヨーロッパ

３章１節　ヨーロッパとアメリカの諸革命
１．イギリスから独立するアメリカ
２．ヨーロッパ近代化の出発点 フランス革命
３．ナポレオンの支配からウィーン体制へ
４．フランス革命と社会生活の変化
５．大西洋を越えて広がる革命の波
６．産業革命という大変革の開始
７．資本主義の発展と社会主義運動の発生

３章２節　自由主義・ナショナリズムの進展
１．1848年　－19世紀の転換点

ヨーロッパ近世・近代史の流れ（部分）

世界史の流れがしっかりつながる！因果 関係の記述が充実した近世･近代史
さらに丁寧でわかりやすくなった近世・近代史の本文記述

　歴史事象の理由や背景に関わる本文記述をさらに充実させ、事象間のつながりをわかりやすくし
ました。これにより、複雑化していく近世・近代の歴史の流れをよりスムーズに捉えられます。

◆単元間をつなぐ
本文記述を充実
　単元冒頭で、前
に学習したウィー
ン体制に触れるこ
とにより、七月革
命が起こる経緯を
スムーズに捉えら
れます。

本文を追加

↓p.86-87

新設 !

→p.103 ↓p.116単元間がつながる！

※1

※2

◆テーマを新設
　近世の中央・東
ヨーロッパとロシ
アに関するテーマ
の新設（2ページ）
により、ヨーロッ
パの近代化の流れ
や勢力関係の変化
をよりスムーズに
捉えられます。

●オースト リアとプロ
イセンが、 専制君主の
もとで近代 化政策を推
進し、強国 になってい
ったことを 補充！
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2

出来事と出来事をつなぐ記述を補充
因果関係がわかりやすくなり、流れがスムーズに！

世界史の流れがしっかりつながる！因果 関係の記述が充実した近世･近代史

流れを良くする本文の再整理

※1 ↓p.85「イギリスの革命とフランス絶対王政」 ※2 ↓p.102-103「ナポレオンの支配からウィーン体制へ」

●ロシアが、専制君
主のもとで軍事力強
化と領土拡大を進め、
周囲に脅威を及ぼし
始めたことを補充！

●オースト リアとプロ
イセンが、 専制君主の
もとで近代 化政策を推
進し、強国 になってい
ったことを 補充！
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2

戦後史は３つの時代に整理！

１節　冷たい戦争の時代

２節　冷戦終結への道のり

冷戦期（1945～60年代）

２部２章１節　冷たい戦争の時代
１．新たな対立と協調の模索
２．対立する二つの陣営
３．アジアの独立と経済発展への道
４．第三勢力の形成と南北問題
５．中東戦争とイスラーム復興
６．アメリカ・ソ連の緊張と緩和

冷戦終結期（1970～80年代）

２節　冷戦終結への道のり
１．ゆらぐアメリカと先進各国の変化
２．経済発展に取り組むアジア諸国
３．冷戦の終結と変わる世界構造

グローバル化の時代（1990～）

３節　地球社会への歩み
１．グローバル化する社会と経済
２．超大国アメリカと中東情勢
３．日本を取り巻くアジアの動き
４．地球的課題と解決への努力 

世界史の流れがしっかりつながる！経済 の動きがストーリーを生む戦後史
経済の動きを重視した内容構成

　政治と経済の結びつきが緊密になる戦後史は、時代・地
域ごとに政治のみならず経済の動きもふまえて整理・構成
しており、戦後の歴史の流れをスムーズに捉えられます。

1

↑p.204-205

節冒頭の世界経済の記述から、
戦後史の流れがつかめる！

1 アメリカ中心のブレト
ンウッズ体制の創設を
通して、西側陣営の形
成と冷戦の始まりが見
えてくる。

2 ブレトンウッズ体制の
崩壊と新自由主義まで
の動きを通して、西側
陣営の揺らぎと冷戦秩
序の変容が見えてくる。

3 世界経済の一体化と地
域統合の動きの強まり
を通して、冷戦後のグ
ローバル化の進展が見
えてくる。

教科書
p.190-191
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2

３節　地球社会への歩み

世界史の流れがしっかりつながる！経済 の動きがストーリーを生む戦後史

3

2

◆本文
　ニクソンショッ
クや石油危機によ
る世界経済の混乱
が、サミットや小
さな政府といった
西側諸国の変革を
もたらしたことが
つかめます。

◆側注
　難解な経済の専
門用語を丁寧に解
説し、スムーズな
本文理解を助けま
す。

◆コラム
　世界経済が、当
時の日本とどのよ
うに関連していた
のかがわかります。

教科書
p.210-211
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
学習上のつまずきをカバー！不足しがち な地理的認識を育む「風土ページ」

諸文明の地理的背景がわかる「風土ページ」
　１部１章の全地域通史の冒頭に設置しています。各地の諸文明
がどのような風土のもとで形成されてきたのかを理解できます。

巻頭に設置した
２種類の世界全図
　行政区分と植生分布の
二つの世界全図を開きや
すい巻頭に設置しており、
必要な時にいつでも確認
できます。

→p.42-43

行政区分図
（巻頭Ⅰ-Ⅱ）

植生分布図
（巻頭Ⅲ）

A

D

A 歴史を概観する年表と地図

　王朝の変遷年表と転換点となる時期の版図地図で、時間（タテ）と
空間（ヨコ）の両面から、古代・中世史の大きな流れをつかめます。

B 歴史の舞台をイメージできるイラスト地図と雨温図

　ビジュアルな表現で迫力あるイラスト地図と主要都市の雨温図を通
して、地域の地形や植生、気候の様子までをイメージできます。

C 歴史を生み出した風土と人々の様相がわかる解説

　各地域に特有の風土が、どう人々の営みと関わり合いながら、歴史
の形成を促してきたのかを理解できます。

D コラム「世界史へのいざない～自然環境と歴史」

　森林、河川など五つの自然環境と人類の歴史との関係について掘り
下げ、地理的条件が歴史へ及ぼす影響を理解できます。

巻頭Ⅲ 導入
p.10  草原からみた農耕地帯
p.24  文明の誕生と河川

p.28 モンスーンと海洋
p.32 乾燥地帯に点在するオアシス
p.42 森林と開拓

世界史へのいざない 自然環境と歴史　１～６
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～初学者でも２単位でも流れがよく捉え  られますわかりやすい！特色2
学習上のつまずきをカバー！不足しがち な地理的認識を育む「風土ページ」

↓巻末Ⅰ

BC

　生徒がつまずきやすい世界史特有の抽象的な
用語については、混同しやすい用語との違いに
も配慮しながら巻末に設置した「世界史 頻出
用語解説」で説明しています。

世界史特有の用語を巻末で解説！+α
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～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3

B

A

私たちと世界が結びつく！日本史も含め た深みのある世界史記述
特設ページ「日本列島の中の世界史」

　日本における世界史との関連に気づける特設ページ
を、特につながりが深かった三つの時代に設置してい
ます。日本国内の動きと世界の動きとの関連を、ステ
ップをふみながら段階的に捉えていけます。

↓p.174-175新設 !
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～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3

C

私たちと世界が結びつく！日本史も含め た深みのある世界史記述

コラム「世界史の中の日本」
　世界史における日本史との関連を取り上げたコラムです。日本
と関連の深い本文があるページに設けており、日本史からの視点
で、世界史を捉えられます。

→p.137

一覧　計20か所（■は新規）コラム 世界史の中の 日本

p.8 世界で最古の土器 p.124 ペリーの来航とアメリカ

p.19 卑弥呼と聖徳太子の外交 p.129 注目されたジャポニスム

p.23 モンゴルから見た蒙古襲来（元寇） p.133 日本とイスラームの出会い

p.55 正倉院の中の香辛料 p.137 東遊運動とファン=ボイ=チャウ

p.67 日本から見た日明貿易 p.143 日本産生糸と綿糸

p.73 アイヌの人々と蝦夷錦 p.145 日本の進路とアジアの人々

p.87 エカチェリーナ２世と日本の漂流民 p.193 核開発と第五福竜丸

p.90 海を渡った伊万里焼 p.201 日本にも広がった石油危機

p.109 日本での木綿の普及 p.205 “小さな政府”の影響

p.121 岩倉使節団とビスマルク p.211 グローバル経済のなかの日本

平成25年度版から６か所新設

導入となる「学習のねらい」
　扱っているテーマを明確にするこ
とで、取り組みやすくしています。
大きく掲載した写真資料を通して、
学習への興味・関心も高められます。

A テーマを紐解くステップ！
　写真や年表、地図やグラフなどの
様々な資料と解説で紹介したテーマ
を紐解く視点を通して、一歩一歩テ
ーマへと迫れます。

B 知識の確認ができる
作業コーナー！

　地図や年表などを活用した作業を
通して、テーマを紐解くキーワード
となる重要な知識を確認できます。

C

新規
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～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3
人々の経験を自らの気づきに！社会のし くみの形成過程を掘り下げたコラム

四つの観点によるコラム
「未来へ活かす歴史」

　現代世界と関わりの深い四つの観
点から、本文で学習する歴史を掘り
下げて扱っています。通史を学習し
ながら、現在の様々な事象やしくみ
の形成過程の一端に気づけ、将来に
活かせる歴史的教訓も見いだせます。

◆日常のある場面
　テレビでニュースを見ていると、女性知事がインタビュ
ーを受け、最近は選挙に行く人が少ないと言っていた。
◆帝国書院世界史Ａで学んだ時の気づき
　女性の首長や議員がいることや、平等に選挙権があるこ
とを自然に感じていたけれど、女性の権利獲得を目指した
世界中の人々の努力があったからこそ、今があるんだな。

◆日常のある場面
　夏休みに家族とイタリアに海外旅行に行った時、ミ
ケランジェロの作品を見て、そのリアルさに驚いた。
◆帝国書院世界史Ａで学んだ時の気づき
　ヨーロッパの文化ってすごいなと感じていたけれど、
イスラーム世界との交流がなければ、ルネサンスのよ
うな文化も生まれなかったんだな。

①人間の権利と自由の尊重 ②異文化理解

一覧　計52か所（■は新規）コラム ヘ活かす歴史未来

p.26 ヴァルナ制とカースト制 p.89 中国へのあこがれ p.147 民族問題の始まり p.181 皇民化政策 p.205 人種差別への挑戦
p.35 レバノン杉の伐採 p.91 新天地をめざす人々と先住民 p.151 マス=メディアと大衆社会 p.183 ホロコーストの悲劇 p.206 カンボジア内戦の傷あと
p.39 三つの宗教の聖地　イェルサレム p.104 ルーヴル美術館の誕生 p.153 激変したハワイと伝統文化 p.185 一般市民への爆撃 p.209 チェルノブイリ原発事故
p.45 ギリシア民主政の限界 p.105 “子供期”の発見 p.153 アパルトヘイト p.191 国際連合の役割 p.213 イスラームの教えのとらえ方
p.49 二つに分かれたキリスト教 p.107 独立後のハイチ p.155 差別されるユダヤ人 p.193 西ドイツの戦後補償 p.213 アラブ社会と新しいメディアの力
p.51 十字軍を通して出会った二つの世界 p.113 テムズ川の汚染 p.159 総力戦に巻き込まれる人々 p.195 韓国の兵役義務 p.214 天安門事件とマス=メディア
p.63 オスマン帝国の寛容策 p.117 チェコ人の苦難とミュシャ p.161 ロシアが抱える民族問題 p.197 独立後のアフリカの課題 p.215 日本の領土とまわりの国々
p.65 ムスリムとヒンドゥー教徒の共生 p.119 植物園（キューガーデン） p.163 国際連盟の問題点 p.197 インドとパキスタンの独立 p.216 世界に広がる感染症
p.72 朝鮮通信使と国交回復 p.125 故郷を追われる先住民 p.165 福祉国家の誕生 p.199 米ソ対立と地域紛争
p.79 アメリカ先住民の苦しみ p.127 科学技術の進歩とその課題 p.167 大衆化で問われるアイデンティティ p.203 “死の時計”を止めるために
p.84 連合王国であるイギリス p.135 改善されるインドの慣習 p.177 経済危機からの教訓 p.204 “愛と平和”を訴えるロックフェスティバル

↑p.151 ↑p.51

新規

人権の権利や自由については、今日当然とされることがどれだけ
の努力と犠牲のうえで実現されてきたかを具体的に知って、初め
てその真の重要性や現在における問題を理解できるでしょう。

これからますます出会う機会が多くなる異文化を
理解するためには、まずそれぞれの文化の形成を
知り、文化の意味や深さを学ぶことが大切です。28



～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3
人々の経験を自らの気づきに！社会のし くみの形成過程を掘り下げたコラム

◆日常のある場面
　電車で多くの就職活動中の大学生を見かけ
たけど、景気もなかなか安定せず、就職活動
も大変そう。
◆帝国書院世界史Ａで学んだ時の気づき
　100年前にも同じように世界規模で景気が
悪い時があったんだな。その時は戦争になっ
たみたいだけど、なんだかんだいって平和で
ありがたいな。

◆日常のある場面
　週末、友人と植物園
に行って、世界中の貴
重な植物を見ることが
できたが、友人が、そ
もそも植物園って何の
ためにあるんだろうと
つぶやいた。
◆帝国書院世界史Ａで
学んだ時の気づき
　植物園は、最初はイ
ギリスが世界支配のた
めに作った環境破壊に
もつながる施設の一つ
だったけど、今は逆に
貴重な植物を守る環境
保護の場所になってい
るんだな。

③自然環境とのかかわり合い ④共生

p.26 ヴァルナ制とカースト制 p.89 中国へのあこがれ p.147 民族問題の始まり p.181 皇民化政策 p.205 人種差別への挑戦
p.35 レバノン杉の伐採 p.91 新天地をめざす人々と先住民 p.151 マス=メディアと大衆社会 p.183 ホロコーストの悲劇 p.206 カンボジア内戦の傷あと
p.39 三つの宗教の聖地　イェルサレム p.104 ルーヴル美術館の誕生 p.153 激変したハワイと伝統文化 p.185 一般市民への爆撃 p.209 チェルノブイリ原発事故
p.45 ギリシア民主政の限界 p.105 “子供期”の発見 p.153 アパルトヘイト p.191 国際連合の役割 p.213 イスラームの教えのとらえ方
p.49 二つに分かれたキリスト教 p.107 独立後のハイチ p.155 差別されるユダヤ人 p.193 西ドイツの戦後補償 p.213 アラブ社会と新しいメディアの力
p.51 十字軍を通して出会った二つの世界 p.113 テムズ川の汚染 p.159 総力戦に巻き込まれる人々 p.195 韓国の兵役義務 p.214 天安門事件とマス=メディア
p.63 オスマン帝国の寛容策 p.117 チェコ人の苦難とミュシャ p.161 ロシアが抱える民族問題 p.197 独立後のアフリカの課題 p.215 日本の領土とまわりの国々
p.65 ムスリムとヒンドゥー教徒の共生 p.119 植物園（キューガーデン） p.163 国際連盟の問題点 p.197 インドとパキスタンの独立 p.216 世界に広がる感染症
p.72 朝鮮通信使と国交回復 p.125 故郷を追われる先住民 p.165 福祉国家の誕生 p.199 米ソ対立と地域紛争
p.79 アメリカ先住民の苦しみ p.127 科学技術の進歩とその課題 p.167 大衆化で問われるアイデンティティ p.203 “死の時計”を止めるために
p.84 連合王国であるイギリス p.135 改善されるインドの慣習 p.177 経済危機からの教訓 p.204 “愛と平和”を訴えるロックフェスティバル

平成25年度版から16か所新設

↑p.119

↑p.177

２
部
２
章
４
節
の
「
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て（
p.
２
１
８
〜
２
２
３
）」
で
活
か
せ
ま
す
！

環境問題を考えるためには、
問題が発生してきたいきさつ
をふまえることが必要です。

共に生きる世界を追求することは、過去に行われた
工夫や失敗を人類の大切な財産として身につけ、未
来に活かすことで、初めて可能となるでしょう。

著者からの
メッセージ

―p.5「はじめに」より抜粋― 29



～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3
現在と過去が結びつく！現代の社会的課 題から世界史を振り返る巻末特集

世界史学習の大切さを実感できる四つの観点
　２部２章４節「持続可能な社会をめざして」では、本文やコラム「未来へ活かす歴史」で学習してき
た世界史の内容を、今日の社会的課題との関わりが深い四つの観点で振り返れます。現代世界の歴史的
経緯を、現在と過去とのつながりを通して改めて認識し直せます。

←p.218

四
つ
の
観
点

観点①　「人間の権利と自由の保障」p.219
　　　→事例１：フランスから送還されたロマの人々
観点②　「対立から異文化との共生へ」p.220
　　　→事例２：よみがえる伝統工芸“ノクシカタ”
観点③　「環境保全の必要性」p.221
　　　→事例３：ピョートル大帝の夢と枯渇する大アラル海
観点④　「共に生きる世界をつくるために」p.222
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～世界史を学んで良かったと思えますためになる！特色3
現在と過去が結びつく！現代の社会的課 題から世界史を振り返る巻末特集

現代世界を掘り下げる「具体的事例」
　ページ上部に各観点と関わる現代世界の社会的課題を、具体事例を掘り下げて
提示しており、各観点から世界史の内容を振り返る際の足がかりにできます。
（※観点④の事例は設定していません。）

歴史的経緯を振り返る まとめ表と解説
　各観点ごとに、コラム「未来へ活かす歴史」や関連の
深い本書のページを提示した まとめ表を掲載していま
す。さらに、現代世界の歴史的経緯を、学習してきた学
習内容をふまえながら丁寧に解説しています。

◆本節では、観点①・
観点②・観点③の重視
の上に観点④の共生を
追求することで、持続
可能な社会を築くため
のヒントを得られるよ
うにしています。

←p.219

↑p.222
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教科書の全体構成

54p

古
代
・
中
世

52p

近
代（
前
半
）

36p

近
世
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36p

現
代（
戦
後
）

40p

近
代（
後
半
）

各
種
特
設
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5

10

15

イスラーム諸王朝の繁栄２
　　　　　　　　　　ヒンドゥー教が優勢であったインドは，10

世紀末になると内陸アジア・アフガニスタン
方面から南下するムスリムの侵入を受けた。デリーを中心とする北
部には，13世紀以降スルタンが支配する五つのイスラーム王朝が
続いた（デリー＝スルタン朝）。この流れから，16世紀初め内陸アジ
アを追われたティムールの子孫のバーブルがムガル帝国を建国した。
　第３代のアクバルはアフガニスタンから北インドにかけて領土を
広げ，イスラーム以外の宗教・文化との共存に努めた。ヒンドゥー
教徒の官

かん

僚
りょう

・軍人を登
とう

用
よう

して中央集権体制を整え，ジズヤも廃止し
た。しかし17世紀半ば，インドの大部分の地域を支配下においた第
６代のアウラングゼーブは，一転してイスラーム中心の政策をとっ
た。何千というヒンドゥー教寺院が破壊され，ジズヤも復活した。
これに反発するマラータ族はデカン高原西部を中心に反乱を起こし
た。またイスラームとヒンドゥー教が融

ゆう

合
ごう

して生まれたシク教の信
者も，アウラングゼーブ死後，西北部パンジャーブ地方で反乱を起

　　　　　　　　　　ムガル帝国の融
ゆ う

和
わ

政策とその転換
→p.27

→p.37

→p.39

1206〜1526

→p.62 在位 1526〜30 1526〜1858

在位 1556〜1605❺

→未来

→p.37

　　　  在位 1658〜1707 →人物

→p.134 1

写真❶のインドの建築物には，イスラーム建築
の特徴がどのように表されているだろうか。

4　タージ＝マハル廟
びょう

　第５代ムガル皇帝シャー＝

ジャハーンが王妃ムムターズ＝マハルのために建

てた廟。その幻想的な姿を，あるイギリス人は“大

理石の夢幻”とたたえた。

●❶

8　シャー＝ジャハーン●❷ 8　ムムターズ＝マハル●❸ 8　ムガル帝国の領域●❺
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川
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アグラ
タージ=マハル
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ボンベイ（ポ，英）

カリカット（英）
ゴア（ポ）

ポンディシェリ（仏）
マドラス（英）

カルカッタ
（英）

シャンデルナゴル
（ポ，蘭，英，仏）

パンジャーブ

デ
カ
ン
高
原

ムガル帝国

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝

せん と
1648年 アグラ
からデリーに遷都

∴

アクバル帝即位時
アクバル帝退位時
アウラングゼーブ帝期 0 1000km

8　タージ＝マハル廟
びょう

の壁のかざり　上はクルアー
ンの句を，下は草花を模様にしたかざりである。

●❹

　アウラングゼーブは先代の皇帝たちの対ヒ
ンドゥー政策を妥

だ

協
きょう

として非難した。かたく
なともいえる信仰いちずの生活で，クルアー
ン（→p.36）を自ら書写し，それを売った代
金をイスラームの聖者に分け与えた。霊

れい

廟
びょう

も
タージ＝マハル廟のように壮

そう

麗
れい

ではなく，質
素・清貧をめざした。彼は信仰を重んじる敬
けんな人物であった。

アウラングゼーブ　1618〜1707
イスラームに厳格だった

南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア

64 前のできごと 　南アジア →p.26

世界
遺産

5

10

5
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15

20

こした。以後ムガル帝国は求心力を失い，衰
すい

退
たい

に向かった。イスラー
ムの厳格化を求める思想は，アラビア半島に伝わり，のちのワッハー
ブ派に影響を与えた。他方，南インドでは14世紀前半につくられ
たヒンドゥー教のヴィジャヤナガル王国がムガル帝国の征服をまぬ
かれ栄えた。カリカットに代表される古くからのインド洋海域の中

継地は，こしょう・キャラコの貿易で18世紀末まで繁栄した。

　　　　　　　　　　イランはイスラームの少数派であるシーア派 

を信仰する人が大部分を占める。これを根づ
かせ国教としたのは，16世紀初めにイランを統一したサファヴィー
朝である。イランにはカスピ海南岸地域の特産品である絹を求めて，

インド・オスマン帝国・ポルトガル・オランダなどから多くの商人

が集まった。サファヴィー朝は17世紀初めアッバース１世のとき
最盛期を迎えた。首都イスファハーンには王宮・バザール（市

いち

場
ば

）・

キャラバン＝サライ（隊商宿）・あざやかな色のモスクなどが建ち並び，

“イスファハーンは世界の半分”といわれるほどの栄華を誇った。

　イスラーム世界はオスマン帝国，サファヴィー朝，ムガル帝国の
三大帝国が並び立つ形になった。サファヴィー朝はスンナ派のオス
マン帝国としばしば対立したが，同じスンナ派でもムガル帝国とは
親密な交流をもった。ムガル帝国の支配者層はイランから中央アジ
アにかけて広く通用するペルシア語を公用語とした。

→p.134

→p.130

1336〜1649

→p.55❹ →p.108

　　　　　　　　　　イスファハーンは
世界の半分

→p.37

1501〜1736

→p.16

→p.62 →p.78 →p.83

在位 1587〜1629

→p.33

→p.40

→p.37

❽
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1　下級カースト出身のナーナクによって創始さ
れた宗教。イスラームの影響が強く，偶像を崇

すう

拝
はい

せず，カーストを否定した。

2　サファヴィー朝とムガル帝国で共通に使われ
るペルシア語は，宗派の違いをこえて両国を結び
つけた。インドではのちに，ヒンディー語の中に
ペルシア語の語

ご

彙
い

・文字を取り入れたウルドゥー
語（パキスタンの公用語）が生まれた。

8　サファヴィー朝アッバース１世を抱きしめる
ムガル皇帝　サファヴィー朝とムガル帝国は，中
央アジアのウズベク族を共通の敵として軍事的に

協力し合った。ムガル帝国の宮
きゅう

廷
てい

にはイラン出身

の官
かん

僚
りょう

が大勢いたので，二人は兄弟と呼び合い親

密な交流をもった。夢の中の話として上のような

絵が描かれた。

●❽

コーヒー
　原産地はエチオピアといわれる。紅

こう
海
かい

を渡って各地
に広がった。当初は神秘主義者が修

しゅ
行
ぎょう

時に眠気ざまし
として使っていたが，しだいに飲み物として普及し，
ヨーロッパにも伝わった。
2　コーヒーを楽しむオスマン帝国の人 （々16世紀）●❻

にも歴史あり物 ムスリムとヒンドゥー教徒の共生
　アクバルはヒンドゥー教に対し
て寛

かん
容
よう

で，その教えを貪
どん

欲
よく

に吸収
しながら最終的にディーネ＝イ
ラーヒー（神の宗教）という新宗教
を創始した。これは寝

しん
食
しょく

を忘れて
人々の声に耳を傾けた結果である。
また，彼は宗教が異なる人どうし
の結婚を奨

しょう
励
れい

することによって社
会集団の閉

へい
鎖
さ

性を破り，インド全
体が分裂状態にならないよう努め
た。多宗教の国をまとめるために
彼が考えた工夫である。

6　アクバルの王子誕生を祝う
人々　ヒンドゥー教徒の王妃か
ら生まれた王子は，融

ゆう

和
わ

の象徴

となることを期待された。

●❼

ヘ活かす歴史未来

65� 　西アジア�→p.130　南アジア�→p.134次のできごと

アクバル

アッバース１世
第４代
ムガル皇帝

者も アウラングゼーブ死後，西北部パンジャーブ地方で反乱を起
けんな人物であった。

15 20 アにかけて広く通用するペルシア語を公用語とした 語（パキスタンの公用語）が生まれた。20 アにかけて広く通用するペルシア語を公用語とした。 語（パキスタンの公用語）が生まれた。

65　西アジア →p.130　南アジア →p.134次のできごと

者も，アウラングゼーブ死後，西北部パンジャーブ地方で反乱を起

64 前のできごと 　南アジア →p.26

15

　アウラングゼーブは先代の皇帝たちの対ヒ
ンドゥー政策を
なともいえる信仰いちずの生活で，クルアー

　アウラングゼーブは先代の皇帝たちの対ヒ

南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア

ユニバーサルデザインに対応 ー特別支援教育への配慮ー

→p.64-65

→p.185

②学習が進めやすい工夫

③読み取りやすい図版表現

④読みやすく誤読を防ぐ文字

①カラーユニバーサルデザインに配慮した見やすくわかりやすい色調
■色覚特性をもつ生徒が同じように見
えてしまう色を隣どうしに配置しな
いことや、境界線を黒ではっきりと
書くことで、グラフなどの資料を読
み取りやすくしています。

■タイトル（節・ページ）、導入資料や図版・写
真を各ページの同じ場所に配置し、見開きのレ
イアウトを原則統一することで、スムーズに学
習を進められるようにしています。

■図の周囲をグレーで囲むことで、どこまでが同一の資料で
あるのか、わかりやすくしています。また、図の周囲を暗
くすることで色のちらつきを抑え、読み取りに集中できる
ようにしています。右の図の場合、複数の棒グラフがまと
まって一つの資料を構成することがわかります。

■教科書の見開きタイトル、本文、図版タイトルなどには、
ユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用
しています。これにより、文章が読みやすくなり、誤読
を防げるようにしています。

■学習単元の部ごとに色を統一し、現在学習して
いるのがどの部であるのかが、一目でわかるよ
うにしています。また、どの時代のどの地域の
歴史を学んでいるのかをすぐに確認できるよう、
三つのインデックスも設けています。

＊色覚特性のＤ型とＰ型は、特性のなかでも
代表的なものです。左右の図は、それらの
色覚特性をもつ人の色の見え方をシミュレ
ーションしたものです。

世界計
2615億kL
2014年

中東
48.6％

中南米
20.5

アフリカ
7.7

旧ソ連・
東欧 7.3

その他
15.9

↑p.200❷原油の地域別埋蔵量

カラーユニバーサルデザインに配慮した図

世界計
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東欧 7.3

その他
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Ｄ型色覚の人の見え方

世界計
2615億kL
2014年

中東
48.6％

中南米
20.5

アフリカ
7.7

旧ソ連・
東欧 7.3

その他
15.9

Ｐ型色覚の人の見え方

UDフォント

・ふりがなはゴシック体にして見やすくしています。
・濁点部分のすきまを充分確保して視認性を高めています。
・横画を太くすることで、視認性を高めています。

→ 本資料p.16-17で詳しく紹介！
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授業への万全のサポート

弊社 世界史の教科書・資料集のラインアップ

明解世界史A（世A-314） 新詳世界史B（世B-312） 最新世界史図説タペストリー 明解世界史図説エスカリエ

見本 　ご審査用見本､ または部分サンプルをご用意しています。弊社までご連絡ください。サン
プル

明解 世界史A 指導資料 DVD-ROM付
・①指導用教科書（朱書き）、②研究編、③教科書関連データDVD-ROMを収録しています。
・パスワード認証の「webサポート」をご利用いただけます。
・ ①指導用教科書（朱書き）は単品販売もあります。教科書の見開き単位で、本文や図
版・写真の解説、板書例などを掲載し、ご専門外の先生にも手軽にお使いいただけます。

教師用
指導書

明解 世界史Aノート
・豊富な地図作業で、基礎的地理認識と歴史事項の空間的な整理を万全に行えます。
・章ごとの地図と表を使ったまとめや演習問題ページで、学習事項を定着できます。

準拠
ノート

指導者用デジタル教科書ベーシック版　明解世界史A
・教科書本体の誌面をはじめ、掲載図版ごとのデジタルデータを収録しています。

指導者用デジタルコンテンツ集　世界史（Windows版／iOS版）
学習者用デジタルコンテンツ集　世界史（iOS版）
・ 弊社世界史資料集のデジタルデータなどを収録しています。デジタル教科書と組み合わ
せるとさらに便利にお使いいただけます。

教材備品

世界史のしおり
・ 年３回無料でお届けしています。
　⇒ ご希望の方は、弊社までご連絡ください。

一部バックナンバーもご用意しています。

・ 最新の写真・資料・統計など豊富
なコンテンツを収録しています。

　 ⇒http://www.teikokushoin.co.jp/

ウェブ
サイト 定期冊子

　教師用指導書、指導者用デジタル教材、準拠ノートなど、世界史授業の周辺教材を充実させ、万全の
サポート体制を整えております。弊社「高校教科書・副教材カタログ」および、「高等学校指導者用商
品・サポート案内」に詳細情報を掲載しています。あわせてご覧ください。

見本

サン
プル

サン
プル

サン
プル

35



岡崎　勝世 （埼玉大学 名誉教授）
◆ドイツ近代史

近藤　一成 （早稲田大学 教授）
◆中国宋代史

小林　亜子 （埼玉大学 教授）
◆フランス近代史

黒木　英充 （東京外国語大学 教授）
◆東アラブ近現代史

工藤　元男 （早稲田大学 教授）
◆中国古代史

松重　充浩 （日本大学 教授）
◆中国近現代史

相澤　隆 （東京大学 教授）
◆ヨーロッパ中近世史

川手　圭一 （東京学芸大学 教授）
◆ヨーロッパ近現代史

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03（3262）0831　URL　http://www.teikokushoin.co.jp/

※本資料の掲載ページには、編集中のものも含まれます。

項目 特　　色

総合的な
特色

◆豊富で迫力ある写真や図版、「人物」「物」「生活・文化」「日本とのつながり」などの身近な視点により、世界史への興味・関心を促しながら、
多面的・多角的に学習できる。

◆特設ページ「明解！近現代史」や因果関係の記述が充実した本文により、複雑な近現代史を効果的に理解できる。
◆現代社会とつながる視点により、世界史からより良い未来を築くヒントを得られる教科書になっている。

内容

◆生徒に身近な視点や日本史との関連、近現代史の流れを理解できる内容が充実している。
●世界史に影響を与えた「人物」や「物」など、生徒に身近な観点が重視されており、世界史のおもしろさや楽しさを実感しながら学習できる。
また、それらを通して、ものごとを多面的・多角的に捉えるための視点も同時に育めるようになっている。

●生徒の日常とつながりやすい「生活・文化」の観点が重視されており、生徒が親しみをもって取り組めるようになっている。
●「日本史とのつながり」が重視され、日本と世界の相互的な関係を多面的・多角的に捉えることができる。また、巻頭・巻末には年表「日
本の歴史」が設置されており、生徒が中学校で学んだ日本史の事象を振り返りながら世界史の学習を進めることができる。
●近現代史をテーマで捉える特設ページ「明解！近現代史」が設けられており、複雑な近現代史を体系的に整理して理解できる内容となって
いる。また、近現代史の大きな流れを確認でき、歴史の転換点や推移・変化が捉えやすくなっている。

●２部２章２節の「持続可能な社会をめざして」やコラム「未来へ活かす歴史」が設置され、人権保障・異文化理解・環境保全・共生という四
つの視点から歴史を振り返られるようになっている。これにより、「共生できる社会」「持続可能な社会」を築くために、世界史を現在や未
来にどう活かすかという視点が明確になるようになっている。

●宗教・思想に関するコラムが設置されており、おもな世界の宗教・思想への理解を促し、異文化理解の基盤となる知識を育むことができる。

構成
・
分量

◆１時限１見開き構成で、前近代史と近現代史が充分かつバランスよく掲載されている。
●近現代史が充実しており、学習指導要領の目標である近現代史を中心とした世界史学習を偏りなく万全に行えるようになっている。
●各地域の前近代史（１部１章・２章）が丁寧に紹介されており、近現代史を理解するために必要な知識を習得しやすいよう配慮されている。
●原則、１時限１見開きとしてあるので、分量が適量で学習計画を立てやすくなっている。
●各章の冒頭に設置された「章扉」により、学習する時代の全体像を見通しやすく、スムーズな世界史学習を促せるようになっている。
●巻頭に設置した世界全図や、１部１章に設置した各地域の「風土ページ」により、生徒が空間認識を十分身につけられるようになっている。
●巻末の特設ページ「世界史頻出用語解説」で、生徒が聞き慣れない歴史用語を丁寧に解説している。

表記・表現
および
使用上の
便宜

◆AB判の判型を活かし、写真や資料が大きく掲載されている。
●AB判のワイドな判型が活かされ、写真やグラフ、地図などの資料が大きく豊富に設けられており、視覚的に理解しやすくなっている。
●本文ページの左上には、導入資料と発問「ここに注目」が設置されており、生徒が資料を比較したり読み解いたりし、考察する力を身につ
けられるよう工夫がなされている。

●歴史事象の因果関係の記述が充実し、わかりやすい平易な本文となっている。また、ふりがなやゴシック（太字）も効果的に振られている。
●本文の行間には、関連する事項を扱っているページへの参照ページや、関連図版・コラムへの図番号・参照マークが割り当てられている。
●カラーユニバーサルデザインを採用しており、色覚特性をもつ生徒にも読み取りやすい表現になっている。

その他
●写真や図版資料が映える、発色の良いコート紙が使用されている。
●１年以上の使用に耐えうるよう、堅牢な製本になっている。
●環境に配慮した再生紙と、植物油インキが使用されている。
●教授資料や準拠ノートをはじめ、充実した周辺教材が準備されており、教科書との併用で効果的な学習ができる。

※本資料および下記の表データは弊社ウェブサイトにて閲覧・ダウンロードできます。特色一覧

監修者

著作者


